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整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（秋田県　平成26年度）
メニュー
①

メニュー
②

事業内容 事業費
備
考

（円）

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

交付金 その他

横手
市

秋田ふ
るさと
農業協
同組合

土地利用
型作物
（稲）

重金属等の有害物
質の低減に取り組
む面積割合を36.2
ポイント増加

52.7%

水稲作付
面積
1,868.5h
a

出穂期前
後の湛水
管理実施
面積
985.3ha

89.2% 89.9%

水稲作付
面積
1.942.1h
a

出穂期前
後の湛水
管理実施
面積
1,746.0h
a

88.9%

水稲作付
面積
1,868.5h
a

出穂期前
後の湛水
管理実施
面積
1,660.3h
a

102.8% 　有害物質の
低減に取り組
む面積割合
は、営農情報
等でのカドミウ
ム軽減の技術
指導、巡回指
導員による湛
水管理の指導
徹底、地区座
談会等での啓
発を徹底した
したことによ
り、37.2ポイン
ト増加した。

土地利
用型作
物（稲）

事業実施地区にお
ける下位等級指数
を51.7%削減

8.9%
(事業実
施年度
前7中5
の平均)

13.7% 11.4% 4.3% -54.3% 　例年よりカメ
ムシ類の発生
が多く、また防
除時期の降雨
により適期防
除ができな
かったため、
下位等級指数
は11.4％に低
下した。

乾燥調製
施設（乾燥
調製施設
の高度化）

大型循環
式乾燥機
（50t×2
基）、色彩
選別機追
加　等

処理量：
2,100ｔ<乾
籾>
処理面積：
280ha

417,733,050 198,920,000 0 0 218,813,050 H25.9.10 　重金属等有害物質低
減のための湛水管理の
取組については、営農
情報等での技術指導、
巡回指導員による湛水
管理の指導徹底、地区
座談会等での啓発活
動を継続して実施した
結果、目標達成でき
た。
　下位等級指数の削減
については、下位等級
の主因であるカメムシ
類の被害防止対策とし
て、横手市・ＪＡ等で作
成したパンフレット等を
配布・活用し、適期防
除、畦畔・農道等の適
期草刈りの徹底を図っ
たが、防除時期の降雨
等もあり目標には届か
なかった。引き続き、カ
メムシ類防除の徹底を
図っていきたい。

　重金属等有害物質低
減については、汚染米
を一切荷受けさせない
ことを強調し、座談会の
開催、営農情報等での
周知、営農指導員・水
管理巡視員のほ場巡
回指導等、指導を徹底
したことにより、目標が
達成されている。
　下位等級指数の削減
については、カメムシ類
防除対策の実施等によ
り、改善傾向にあるもの
の、昨年は、多発警報
が発令されるほどカメム
シ類が多発し、また降
雨により適期防除がで
きなかった結果、目標
を達成することができな
かった。
　しかし、取組の成果が
出てきていることから、
今後も引き続き、さらな
る着色粒混入防止のた
めカメムシ類防除の指
導を徹底させるととも
に、高温障害対策等品
質向上対策、適期刈取
の指導を徹底させ、目
標を達成できるよう指導
する。

特別枠
加算の
取組の
具体的
な実績

３年後
（平成26
年）

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

市町
村名

事業実
施主体
名

成果目標の具体的
な内容①

事業実施後の状況①

成果目標の具
体的な実績①

成果目標の具体的
な内容②

事業実施後の状況②

成果目標の具
体的な実績②

市町村費

都道府県の評価

（対象作
物・畜種
等名）①

計画時
（平成23
年）

１年後
（平成24
年）

２年後（平
成25年）

３年後（平
成26年）

目標値
（平成26
年）

１年後
（平成24
年）

２年後
（平成25
年）

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時
（平成23
年）

負担区分（円） 完了年月日 事業実施主体の評価

目標値
（平成26
年）

達成率

都
道
府
県
費


